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人間を ｢体 ･心 ･気･霊性｣等の有機統
合体として据え､社会 ･自然 ･宇苗の調和
にもとづく包括的､全体的な健康観に立脚
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する｡
2 ･自然治癒力を癒しの原点におく｡
生命が自らのものとpLてもっている ｢自
然治癒力｣を癒しの原点におきヾ この自然
治癒力を高め､増強することを治療の基本
r､とする｡
3 患者自らが癒し､治療者は援助する｡病
J気を癒す中心は患者であり､治療者あく｡ま
で援助者である｡治療より養生が､他者療
法よりも自己療法が基本であり､ライフス
タイルを改善して患者自身が ｢自ら癒す｣
姿勢が治療の基本となる｡
4 様々な治療法を総合的に組み合わせる｡
西洋医学の利点を生かしながら､中国医学
や､インド医学などの各国の伝統医学､心
理療法､自然療法､栄養療法､手業療法､
'運動療法などの種々の療法を総合的に組み
合わせる｡ L
5 病への気づさから自己実現へ｡
病気を自分への ｢警告｣と据え､人生の
プロセスの中で､病気を絶えず ｢気づき｣~
の契機としてよLり高い自己成長､自己実現
･ を目指していく｡
ホリスティック医学の目指すところは､西洋
医学と伝統医学等をうまく取り†入れ､心と体､
環境を含めて人間を総合的に癒していこうとす
るものである｡これも医療の変遷において認識
してお.くべきだろう｡
平安中期の医学書 r医心方]
さらに､ここで日本の医療の歴史にみた東洋
の医方をぶりかえってみたいと思う｡温故知新､
現代の進んだ近代的医療になにか新しい考察が
得られないだろうか｡
日本の医療の歴史のなかで､唐医方が輸入さ
れた事は前に述べたが､ここで日本古来の医学
書である ｢医心方Jを紐解き､現代に示唆す-る
ものを探ってみることにする｡
r医心方J(全30巻)というのは､丹波康頼
(912-95年)が永観2年 (984)11月に編集′し
た医薬総合辞典である｡随唐時代以前の200以
上の文献から病気に対する治療法や養生法､･医
師の心得などを抜凄出し､症例別に編集したも
のである｡この第-巻に医師の心得が次のよう
に書かれている｡
｢医師は､治療にのぞんで精神を統一し､欲.
得を捨てて､慈悲の誓願をたて魂のあるものす
べての病苦を除くことを心がけよ占救いを求め
るものに対しては､そ■の身分の貴膿や貧富､年
齢を問わず､怨敵であろうと親しい者､善人で
あろうと､また田舎者と都会人､智者と愚者な
どあらゆる差別を捨て去り､･全ての人に親心で
望むべきである｡右顧左阿せず､前後を見ず､
日や方位､吉凶にとらわれたり､我が身を惜し
んではならない｡患者の苦しみをわがごとのよ
うに思いや･り､僻地であろうと･､.昼夜､.寒暑､
飢渇､疲労ももめともせずただ一心に救いに赴
くべきである｡患者を往診したときは､どんな
すぼらしい邸宅でもヰ ヨー.ロキョロしてはならな
い｡どんなにおいしいご馳走や音楽でもてなし
てくれても､･柴しむのは恥ずべきである｡多語､`
談笑､1ナんかをせず､道を説いたり是非を論じ
たり､.名声を望んだり､他の医師をそLしったりr
自慢してはなら･ない｡自分を天下無双と思うの
は､医師の膏盲 (命取り).である｢｣
また ｢人に知られるような善行をすれば人が
それを賛え､人に隠れて善行を積めば鬼神がこ1
れに幸臥1る｡人に分かるような悪事をすれば人･
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がこらしめ､かくれて悪事をはたらけば鬼神に
こらしめられる｡医師は自分がすぐれているこ
とを得意がったり､財物を得ることに専念して
はならない｡生命の貴さは､人も畜生も同じで
あるから､みだりに殺生してはいけない｡｣
患者の心得としては､医師を信じ､その指示
に従うことが要求されている｡
医師と患者の信頼関係こそ病気治療の第一歩
だが､薬は､人を救うと同時に､使用法を誤れ
ば身体をそこなうので､みだりに薬に頼ること
を禁じ､まず病気にならなぬ先の養生を進めて
いる｡
こうしてみると､1000年以上たった今にして
も決して古い感じはしない｡古くて新しいので
ある｡現代にも十分説得力のあるものであるこ
とに驚きを覚える｡これらは､人間全体を診る
という医療に他ならない｡病気を直すことでは
なく病人を直すのである｡ここではまさに､医
は ｢技術ではなく仁術｣なのである｡
福祉の先達
折しも､9月1日の朝日新聞の記事に (鎌倉
時代にも r福祉の先達J律宗の僧･忍性の再評
価進む)というみだLを目にした｡
要約してみると､｢律宗の僧忍性 (1217-1334)
は奈良 ･常陸･鎌倉と布教活動の拠点を移すが､
身よりのない老人や病人の救済活動を行った｡｣
鎌倉の西に開山した極楽寺には､七堂伽藍と
多くの子院が並ぶ大寺院で､寮病院や､悲田院､
薬湯室といった病人などを救済する施設も建て､
医療福祉活動を行った｡
全盛時はいっも7､8百人の入院患者がいた｡
そこに学僧や医療に従事する医僧や看護婦など
も含めると､寺や､棄病院に常時2､3千人い
たらしい｡
薬草の購入や寮病院の維持のために､鎌倉幕
府から委託され､鎌倉の港に荷揚げ料､道路に
通行税をかけて､その金を活用している｡
忍性を研究し､その生涯を描いた r極楽寺忍
性Jの作者丸山敏幸さんは､｢集めた財を自分
権益や栄誉のためでなく､病人のために使って
いる｡門下の医僧や看護婦も私服を肥やすこと
なく働いている｡医療や福祉や国家､社会のあ
りようを考える本質的なことを､700年まえの
忍性はしめしていると思う｣
｢鎌倉時代にそうした先覚者の僧がいたこと
を､今の福祉医療関係者はほとんど知らない｡
忍性を問い直すことは､今の福祉の問い直しに
つながると思う｡｣と言っている｡
超高齢化社会の到来､疾病構造の変化､医療
の高度化 ･専門化に伴う患者･家族の抱える不
安は多い｡患者の立場にたって考える患者のた
めのサービスの医療が､益 必々要になっていく｡
介護保険制度も制定されたが､老人や､障害者
や､難病者たちが､できる限り地域社会のなか
で生活するために､保険､医療､福祉サービス
が､連携をとって進めなければならない｡今後
特に､この医療社会福祉部門についての需要は
広がってくるであろう｡
様々な医療福祉関連施設も整ってきつつある
中で､それに伴う人材として､医療秘書は必要
欠くべからざるものである｡そのために､広く
福祉についての理解をしておくことはとても大
切なことである｡
時代は､加速度をつけて進歩していくが､常
に過去に立ち戻って現在までの道程を見つめ､
今なにが大切かを見極めることも､今後の新し
い方向性を見つける上で必要なことであろう｡
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おわリに
以上､医療秘書の役割においての心得を認識
するための資料を上げてみたが､医療をより患
者の心を大切にしたものにするための大切な役
割を担うことを忘れてはならない患者を一人の
人間として認識し､尊重して､病む人の声に傾
聴することに心がけたい｡
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また､進歩し変化する広範囲な医療知識に対
応し､より正確に迅速に対処できるように､0
A機器の操作などの技術を習得し､適格な事務
能力を身につけなければならない｡
そして､思いやりと気配りを忘れずに､心の
こもった実務にあたれるよう､常に自己研鎮に
っとめ､豊かな人間性を育むことが大切である｡
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